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７
月
は「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運

動
」月
間
で
す
。
夏
場
は
夏
季
休
暇

や
お
盆
な
ど
で
、
献
血
し
て
い
た
だ

け
る
方
が
減
少
し
が
ち
で
す
。
輸
血

用
の
血
液
を
安
定
的
に
確
保
し
、
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

街
頭
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し

ま
す
。
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
限
定
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■
と
き
／
７
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分

■
場
所
／
東
口
駅
前
広
場
ほ
か

■
問
／
保
健
所
総
務
課

�

☎
５
９
７
―
６
２
２
１

■�

内
容
／
市
の
歴
史
や
文
化
財
、
戊

辰
戦
争
な
ど
、
座
学
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

■
定
員
／
20
人（
先
着
順
）

■�

対
象
／
市
の
歴
史
や
文
化
財
に
興

味
が
あ
り
、
文
化
財
保
護
活
動
未

経
験
の
方

■
料
金
／
２
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

■�

申
し
込
み
／
６
月
15
日
㈮
ま
で
に

電
話
か
、
❶
氏
名
❷
住
所
❸
年
齢

❹
電
話
番
号
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク

ス
で

理
想
の
教
育
環
境
実
現
に
向
け
て

�

〜
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
計
画
〜

市
功
労
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
少
子
化
に
よ
り
学
級
数
の
減
少
が
進
み「
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性
」を

育
む
た
め
に
大
切
な「
集
団
の
持
つ
教
育
力
」の
低
下
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
校
舎
の
老
朽
化
へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、豊
か
な
教
育
環
境
の
実
現
の
た
め
の「
市
内
小
中
学
校
の
再
編
」

を
目
的
と
す
る「
市
立
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
計
画
」を
、
今

年
度
か
ら
10
年
間
か
け
て
推
進
し
ま
す
。
今
後
、
各
地
区
で
説
明
会
も
実

施
し
て
い
き
ま
す
。�

■
問
／
学
校
教
育
課　
☎
５
２
５
―
３
７
８
２

　
市
功
労
章
は
、
長
年
に
わ
た
り
本
市
の
公
益
と
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
方
々

に
贈
る
も
の
で
す
。
今
年
は
５
月
８
日
に
表
彰
式
を
行
い
、
３
人
に
特
別

功
労
章
を
、
11
人
に
功
労
章
を
授
与
し
ま
し
た
。

�

■
問
／
総
務
課　
☎
５
２
５
―
３
７
０
１

福
島
市
の
歴
史
・
文
化
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
！

�

〜
れ
き
ぶ
ん
人
材
養
成
講
座
受
講
生
募
集
〜

宮
畑
ミ
ス
テ
リ
ー
に
続
け
！

な
ぞ
な
ぞ
大
募
集
！

　
大
き
な
謎
＝
ミ
ス
テ
リ
ー
を
持
つ

宮
畑
遺
跡
に
ち
な
ん
で
、
宮
畑
遺
跡

や
福
島
の
歴
史
・
文
化
を
は
じ
め
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
広
く
オ
リ
ジ
ナ

ル
の「
な
ぞ
な
ぞ
」を
募
集
し
ま
す
。

■
問
／
文
化
課
☎
５
２
５
―
３
７
８
５

�

５
３
６
―
２
１
２
８

■
募
集
期
間

６
月
１
日
〜
11
月
30
日（
６
カ
月
）

■
応
募
条
件
／
自
作
の
未
発
表
作
品

で
あ
る
こ
と

■
特
典

�

年
間
優
秀
作
品
の
１
〜
３
位
に
は

「
宮
畑
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
」の
本
や
図

書
券
な
ど
豪
華
賞
品
有
り
。

■
答
え
の
発
表

募
集
月
の
翌
月
に
、
じ
ょ
ー
も
ぴ
あ

宮
畑
体
験
学
習
施
設
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開

■
応
募
方
法
／
❶
な
ぞ
な
ぞ
❷
答
え

❸
解
説
❹
氏
名
❺
年
齢
❻
住
所
❼
電

話
番
号
❽
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明
記
の
上
、

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
じ
ょ
ー

も
ぴ
あ
宮
畑
・
こ
む
こ
む
・
ア
オ
ウ

ゼ
内
投
函
箱
へ
の
投
函
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

で

街
頭
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

回 開催月 会　場 講　座　内　容
１ ６月 市民会館 開講式・「福島市の歴史と文化」
２ ７月 市民会館 「福島城下と戊辰戦争」
３ ７月 じょーもぴあ宮畑「福島の古代寺院〜西原廃寺を中心に〜」
４ ９月 じょーもぴあ宮畑 フィールドワーク・「日向洞窟と縄文時代の幕開け」
５ 10月 じょーもぴあ宮畑「縄文時代の植物利用」
６ 10月 民家園 フィールドワーク
７ 11月 じょーもぴあ宮畑「明治維新150周年　福島の近代化」
８ 11月 市役所集合 福島市史跡めぐりバスツアー
９ １月 市民会館 「福島市の文化財」
10 ２月 市民会館 閉講式

福島市の目指す小・中学校の将来像
○�市内のどこで学んでも、義務教育９年間を通して、安全・安
心な環境の下で、集団の持つ教育力を生かした学びがある、
豊かな学校生活が経験できる学校

○�各中学校区を学区とした、義務教育９年間の連続した学びの
ある教育を推進する学校

○地域の方々との共働による、地域と共にある学校

３つの基本方針のもと計画を進めます
１　集団規模に課題を抱える学校の教育環境の早急な改善を図る

現在、在籍０の学年または複式学級があり、今後もその解消が見込
めない小・中学校については統合による教育環境の改善を推進する。

２　教育活動の一層の充実のため、環境の改善を図る
隣接する複数校との統合や小中一貫校設置により、９年間の連続し
た学びを展開する新しい学校づくりを推進する。

３　安全・安心等の総合的な視点から教育環境の改善を図る
施設老朽化と小規模化が進行する学校について、近隣校との統合と
施設更新による教育環境の改善を推進する。

Vision

Plan

　
本
市
に
は
、
民
家
園
の
旧
廣
瀬
座
を
は
じ
め
と
す
る
有
形
文
化
財
や
、

宮
畑
遺
跡
、
和
台
遺
跡
な
ど
の
史
跡
、
さ
ら
に
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
羽
山
ご
も
り
な
ど
、
貴
重
な
歴
史
や
民
俗
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
文
化
財
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

■
問
・
申
込
／
文
化
課　
☎
５
２
５
︱
３
７
８
５　

５
３
６
―
２
１
２
８

★�血液は、人工的に造れず、長い期間保存もできませ
ん。献血にかかる時間は受け付けから終了まで約
40分。その時間で大切な命が救えます。
★�輸血用の血液の約85％以上は50歳以上の方々に輸
血されています。一方で献血いただ
いている方の約70％は50歳未満で
す。しかし、若年層の献血者数は
年々減少傾向にあります。今後の医
療のためにも、特に若い世代の献血
のご協力をお願いします。

皆さんの献血が、命を助けます！

▲昨年の信夫山フィールドワークの様子

特別功労章

受章者名 地　区 功　績

平澤　　久 八木田 自治

菅野　富美 立子山 自治・農業委員

安齋　忠作 飯坂町 農業委員

功 労 章

受章者名 地　区 功　績

遠藤　淳一 町庭坂 商工観光

陶山　　宏 御山町 保健福祉

朝倉　一則 飯野町明治 防災

安齋　利勝 飯野町大久保 農業委員

菅野　征男 松川町沼袋 農業委員

橘内　豊明 飯坂町東湯野 農業委員

兒玉　進市 上鳥渡 農業委員

佐藤　冨雄 佐原 農業委員

髙橋　德次 岡島 農業委員

守谷　顯一 笹木野 農業委員

山田　　誠 飯坂町茂庭 農業委員
※部門ごとの五十音順。敬称略。

▲後列左から

　守
もり
谷
や
顯
けん
一
いち
、佐

さ
藤
とう
冨
とみ
雄
お
、兒

こ
玉
だま
進
しん
市
いち
、

　髙
たか
橋
はし
德
とく
次
じ
、山
やま
田
だ
　誠
まこと

　中列左から

　菅
かん
野
の
征
ゆき
男
お
、朝
あさ
倉
くら
一
かず
則
のり
、遠
えん
藤
どう
淳
じゅん
一
いち

　陶
す
山
やま
　宏
ひろし
、安
あん
齋
ざい
利
とし
勝
かつ
、橘
きつ
内
ない
豊
とよ
明
あき

　前列左から

　安
あん
齋
ざい
忠
ちゅう
作
さく
、市長、平

ひら
澤
さわ
　久
ひさし
、市議会議長、菅

かん
野
の
富
よし
美
み

　（敬称略）

福島市役所 〒960−8601 福島市五老内町3−1 臨時災害
ラジオ放送

万一災害が発生した場合、市では、ＦＭポコ（76.2MHz）を「臨時災害ラジオ放送局」として、避
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